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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】コラーゲン受容体であるα2インテグリンの遺伝子多型(C807T)は、血小板表面のα2インテグリン発
現量に関連し、脳梗塞などの血栓性疾患発症に関与することが報告されている。本研究では2型糖尿病患者を
対象に、C807T遺伝子多型の頚動脈硬化に及ぼす影響を検討した。 
【対象】健常者を含む非糖尿病者265例（男性93名、女性172名）、2型糖尿病患者272例（男性162名、女
性110名)を対象とした。 
【方法】α2インテグリンのC807T遺伝子多型はPCR-RFLP法により、動脈硬化の進展度は頚動脈超音波断層法
により、右頚動脈の血管内膜中膜複合体肥厚度(IMT)とプラークの有無を評価した。 
【結果】全対象におけるC807T遺伝子多型は、CC群：180名、CT群：253名、TT群：104名に分布した。全対
象において頚動脈IMTはCC群0.767±0.033 mm(平均±標準誤差)、CT群0.719±0.020、TT群0.649±0.028
とTT群はCC群に比して有意に動脈壁の肥厚度が低値(p = 0.0228, Scheffe’s F-test)を示し、2型糖尿病患
者に限った解析においても同様の結果が得られた。重回帰分析により、年齢、HbA1c、HDLコレステロール値と
ともに 807T allele数(β= -0.095, p = 0.021)が独立して IMTに関与した(R2 = 0.196, p＜0.0001)。また、
全対象におけるLogistic解析により頚動脈プラークの存在と807T allele数は独立した負の関連を示した(OR =
0.486, CI:0.262-0.902, p = 0.031)。 
【結論】α2インテグリンの807T alleleは動脈壁の肥厚、プラーク発生に対して防御的に働くことが示され
た。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
コラーゲン受容体であるα2インテグリンの遺伝子多型(C807T)は、血小板表面のα2インテグリン発現量に
関連し、脳梗塞などの血栓性疾患発症に関与することが報告されている。本研究では2型糖尿病患者を対象に、
C807T遺伝子多型の頚動脈硬化に及ぼす影響を検討した。対象は健常者を含む非糖尿病者265例（男性93名、
女性172名）、2型糖尿病患者272例（男性162名、女性110名)。α2インテグリンのC807T遺伝子多型はPCR-RFLP
法により、動脈硬化の進展度は頚動脈超音波断層法により、右頚動脈の血管内膜中膜複合体肥厚度(IMT)とプラ
ークの有無を評価した。 
全対象におけるC807T遺伝子多型は、CC群(807番目の塩基配列がCCのもの)：180名、CT群(同部の塩基配
列がCTのもの)：253名、TT群(同部の塩基配列がTTのもの)：104名に分布した。全対象において頚動脈IMT
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はCC群0.767±0.033 mm(平均±標準誤差)、CT群0.719±0.020、TT群0.649±0.028とTT群はCC群に比し
て有意に動脈壁の肥厚度が低値(p=0.0228, Scheffe’s F-test)を示し、2型糖尿病患者に限った解析において
も同様の結果が得られた。重回帰分析により、年齢、HbA1c、HDLコレステロール値とともに807T allele数(β
= －0.095, p = 0.021)が独立してIMTに関与した(R2 = 0.196, p＜0.0001)。また、全対象におけるLogistic
解析により頚動脈プラークの存在と807T allele数は独立した負の関連を示した(OR = 0.486, CI:0.262-0.902, 
p = 0.031)。以上よりα2 インテグリンの807T alleleは動脈壁の肥厚、プラーク発生に対して、防御的に働
くことが示された。 
 
以上の研究は、糖代謝および糖尿病性大血管障害の臨床治療学に貢献するものであり、博士(医学)の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
 
